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問地学第 34号(1977 ) 

繍
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小学校理科の地学的な内界の は、現象に近し やりにくく、いきおい

、静、問
、一、叩

* 

やスライ

ドなどといった、説明的学留になり易いと思う O この悩みを少しでも解決ーできるのではなし、かと忌

数年私が試みている実験例を 2つ記す。

8年の『土 Jの の‘土の粒の大きさによって水の中で沈む速さに違いがあること包を発見させ

しているが‘ 1蛍光灯で、教科書などではビーカーやメスシリンダーなどを使用してる

ラス管として使う O 次に

( 40 Wでも 20Wでも可)の片方を切断しも中の

のガラス

ておいたも粒の大きさ たもの(水でよくしめらせておく)をも さじなどでも

はも

う砂や土を

の水中に落とす O このようにごく な によって‘砂や土の粒の大きさのちがし 1による水中での沈

はもら年の

伊
H
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む速さの違いがも子どもたちにひと自でわかり‘

〉を布きれできれいにふきとり、透明なガ

までスjくを満す。そしてあらかじめ し

の理解にかなり役立つ O なおこ

の時にも、粒の小さい粘 どがゆっくりと長い時間かけて

させる学習に利用できる(関 1) 0 

次に為 5年の F

がある O

これを小さな沢を利用して

していく く̂

はおもに流水のはたらきでできること

させるようになっているがも

Jの

などでは樋などを使って水そうに土砂を流し込ん

してみたO さいわい は冶

のように小さな沢が比較的ゆるやかな傾斜で流れ込んでいる

させる、という

ぐ近くにJIIがあり、このJIIにはも関2

がある O そこでその沢の水の流路を

利用して弘小さなJI/の模型を{乍らせる O それが出来上ったところで込上流から土砂を流す(水量は沢の

水だけで十分ある)0 沢の水に流された土砂は本流の水の中に流れこんでみるみる して‘ のも

のによくイ以

ておくと‘

チトiの地形を作り出してくれる(本流の中にあらかじめガラス板を図 2のようにすて

州の断面もはっきり見られる)0 また本流には、ゆるやかな流れがあるので‘海や湖の

に大へん役立つ。なおこの

沿岸流により弘土砂が拡散し堆積していく様子も非常によく

の中でも流水による土地の

についても

ネ 天竜市鏡山づ母校

ができる Q 伺岸段丘のでき方も

に
iu

円
べ
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できて‘子どもたちの理解を深めるの

砂の運搬といった流水の

をさせることができる(国 2) 0 

何分にも研究の浅い不勉強

の発えたことでもいろいろとご批

判やご意見をお寄せ願えれば幸い

です。


